
ステークホルダーとの対話で得た声を
サステナビリティ活動に反映

従業員

対話の
方法・機会

性別、国籍、宗教、障がいの有無、性的指向などに関わりな
く、多様な人財が異なる強みを活かして自律的に活躍でき
る組織を目指しています。

● エンゲージメントサーベイ
● 内部通報・相談窓口
● リーダーシップ開発
● バリューやLeadership Behaviorの

浸透セッション、グローバル会議

業界団体、
アカデミア
など

対話の
方法・機会

知識共有、意見交換を広く活発に行い、ともに社会や業界
の発展に貢献しています。

● 情報収集
● 意見交換

行政機関

対話の
方法・機会

国内外の関係法令・ルールの順守はもとより、行政機関と
連携して、社会課題の解決や国際社会の持続的発展に貢献
しています。

● 意見交換
● 自治体などが主催するイベントへの協力

地域社会、
NGO・NPO

対話の
方法・機会

企業市民として地域社会やNGO・NPOの活動に積極的に
参画し、健全で持続的な社会の実現や環境課題の解決に
貢献しています。

● 「ファイントゥデイグループ 社会貢献方針」
にのっとった社会貢献活動

● 現金寄付、製品寄付
● ボランティア活動
● 外部有識者とのダイアログ

お客さま
（生活者）

対話の
方法・機会

お客さま窓口や各種ソーシャルメディアを開設し、さまざま
なお客さまとの接点を拡大。お客さまの声に真摯に耳を傾
け、製品やサービスの品質マネジメントに反映することで、
その信頼に応えています。

● お客さま窓口
● ソーシャルメディア

小売業、
卸売業

対話の
方法・機会

小売業、卸売業の声に真摯に耳を傾け、製品の改良や新製品
の開発、サービスの向上につなげています。

● 新製品・マーケティング説明会
● マーチャンダイジング提案会
● 製品勉強会

サプライヤー※

対話の
方法・機会

「ファイントゥデイグループ 調達方針」にのっとり、志を共に
するサプライヤーとサステナブルで責任あるサプライチェーン
の強化に取り組んでいます。

● 「ファイントゥデイグループ サプライヤー行
動基準」の順守を含む基本取引契約の締結

※ 製品に関するパッケージ、原材料などの生産用材、OEM・ODM
などの完成品のサプライヤー。

地域社会、
NGO・NPO

行政機関

お客さま
（生活者）

小売業、
卸売業

サプライヤー 従業員

業界団体、
アカデミア

など

　ファイントゥデイグループは、パーパス（存在意義）とバリュー（価値観）
を経営の起点としています。
　この「パーパス」と「バリュー」は、社名の由来ともなった「世界中の全
ての人に『素晴らしい一日』を」という思いを、より洗練した形で言語化
し、目指すべき方向性を明確にするために、海外のグループ会社を含む
従業員が中心となって2022 年度に策定したものです。
　私たちは 10 ページの図の通り、バリューを土台に、事業運営とESGの
取り組みを両輪として、ステークホルダーの信頼・共感・感動を獲得し、
人・社会・環境へのポジティブなアクションにつながるような行動変容を
ステークホルダーの皆さまと共に生み出していくことが、パーパスを実現し、
サステナブルな企業価値の向上につながるという信念のもと、経営を
行っています。

　そして私は、ステークホルダーの信頼・共感・感動を獲得するためのカギ
となるものは、当社グループ独自の「美意識」だと考えています。
　私たちの最大の強みは、化粧品をはじめとした「美」に関わる製品づくりに
携わってきたことに由来する、独特の美意識を持ったユニークな「日用
美品」の製品群です。私たちが考える美意識とは、単なる外面的な美しさを
指すのではなく、心と身体の豊かさ、すなわち内面的・情緒的な価値を
指しています。私たちの製品は、機能面の付加価値をお届けするだけで
なく、その美意識により、気持ちが明るくなるような価値をお届けし、
パーパスにある、「素晴らしい一日を紡ぎ、いつまでも美しく、豊かな人
生を送れるようにする」ことに貢献することを目指しています。

　内面的・情緒的価値を持ったブランド・製品の美意識を支えているのが、
サステナビリティの実現に向けた取り組みです。社会や地球のサステナ
ビリティに貢献するような付加価値を伴った製品であればこそ、お客さまの
心に響くような情緒的な価値を提供できるからです。
　こうした考えのもと、当社グループは創業以来、サステナビリティの実現に
向けた取り組みを継続的に強化してきました。
　当社グループが取り組みのロードマップと位置付けているのが、
2030 年度までの中長期ビジョン「Fine Today & Tomorrow 2030」で
す。この中長期ビジョンにおいて、「ガバナンスの原則」「ピープル」「プラ
ネット」「共栄」の4つの領域を定め、それぞれについてKPI を設定し、
PDCA を回しながらサステナビリティの実現に向けた取り組みを推進し
ています。
　2022年度においては、創業わずか2年目にして、TCFDレポートの開示、

温室効果ガス（GHG）排出量の算定、EcoVadis※1の評価上位25%に贈られる
シルバーメダル受賞などの成果を上げることができました。そして2023年度
においても、EcoVadisの評価において、上位5%に贈られるゴールドメダル
を受賞するとともに、GHG 削減目標の SBT イニシアチブ認定取得や、
海外拠点も含めた従業員の社内外での社会貢献活動を見える化して称え合う
取り組みである「Fine Today & Tomorrow Award」の開催など、着実に
成果を残すことができました。同時に、事業面との連携も深まり、異
業種企業と連携した「コンテナラウンドユース※2」の取り組みや、初のオ

リジナルブランド「＋ｔｍｒ（プラストゥモロー）」における高比率の再生
PET使用など、創業間もない企業としては異例とも言えるスピード感で、
取り組みの幅・深さとも着実に広げることができました。

ステークホルダーエンゲージメント ファイントゥデイグループのサステナビリティ 環境 社会 ガバナンス データ集 目次イントロダクション
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